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活
動
の
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
り

会
長

田
渕

捻
子

昨
年
十
二
月
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一

斉
改
選
後
、
学
区
民
児
協
も
交
代
さ
れ
た
新
任

委
員
さ
ん
と
共
に
、
三
年
間
勤
め
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

新
任
委
員
の
方
は
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ

い
て
、
希
望
や
期
待
あ
る
い
は
不
安
な
気
持
ち

を
お
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
機
会

に
地
域
の
団
体
や
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、

顔
を
覚
え
て
い
た
だ
き
、
信
頼
関
係
を
築
き
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
努
め
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
、
景
気
の
低
迷
、
無
縁
社
会
と

ま
で
言
わ
れ
る
昨
今
、
民
児
活
動
は
複
雑
多
様

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
周
り
に
知
ら
れ
た
く
な

い
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
手
の
立
場
に
立
っ
て

「
守
秘
義
務
」

を
し
っ
か
り
守
り
、
お
話
を
じ

っ
く
り
聴
き
、
相
談
相
手
と
共
に
解
決
の
道
筋

を
作
っ
て
い
く
支
援
を
す
る
こ
と
が
、
私
た
ち

の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

山
田
学
区
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
率
2
3
・
4

%
で
、
市
内
笠
縫
学
区
に
続
い
て
二
番
目
の
高

さ
で
す
。
ひ
と
り
暮
ら
し
、
高
齢
者
な
ど
支
援

が
必
要
な
人
が
急
増
す
る
中
、
孤
独
死
や
児
童

虐
待
な
ど
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
、
一
人
で
行

う
の
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
個
人
情

報
が
保
護
さ
れ
て
い
る
今
日
、
福
祉
課
題
を
把

握
す
る
に
は
、
地
域
の
様
々
な
人
の
助
け
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
地
域
の
情
報
に
詳
し
い
住
民
の

方
と
助
け
ら
れ
上
手
で
あ
り
、
手
助
け
上
手
で

あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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表
書
同
国

重
責
・
児
童
重
責
一
覧

言
出

地
区
に
よ
っ
て
は
、
2
人
̃
3
人
の
委
員
で
分
担
し
て
い
ま
す
。
南
部
、
.
北
部
と
か
、
東
部
、

西
部
と
な
っ
て
い
る
場
合
で
判
り
に
く
い
と
き
は
、
最
寄
り
の
委
員
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
貴

方
の
世
帯
を
担
当
す
る
委
員
に
正
確
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す

氏 名 電話番号 担 当 地 区 

池田 隆子 562-0523 北山田町南部 

田渕 捻子 562-6096 北山田町北部 

杉江 光枝 562-2843 山田町 

藤田 健二 562-337l 五条町、同町 

岸本 勝 563-7868 南山田町 

竺悟佐智子 562-2222 不動浜町、新南浜町 

三澤佐代子 563-6592 御倉町、南山田団地 

選 考 中 陽ノ丘団地西部 

山口 深 565-3720 陽ノ丘団地東部 

原田 忠 564-8「23 陽ノ丘団地南部 

木村 .順子 564-8024 木川町、木川町北部 

増田 洋子 562-3490 木IIi町北部 

奥野 郁夫 563鵜5「44 出屋敷団地 

木村 純子 562-「477 出屋敷町 

北村 昭隆 563-5409 三ツ池町 

選 考 中 新田町東部 

選 考 中 新田町西部 

選 考 中、 新田町北部 

飯田美智子 563○○80l 学区全域(主任児童委員) 

高野 義孝 562-0306 学区全域(主任児童委員) 

い
新

〉
-
」
一
」
「
電
信
涜
職
奥
野
島
部
春

日
出
叩
4
畠
韓
藻
産
室
冒

一
期
目
、
二
期
目
で
培
っ
た
知
識
と
経
験
、
地
域
の
方
々

へ
の
訪
問
や
相
談
事
の
応
対
、
併
せ
て
行
政
と
の
折
衝
な
ど

は
私
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
三
期
日

は
そ
の
経
験
を
更
に
生
か
し
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
世
帯
・

老
々
介
護
世
帯
・
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
支
援
に
視
点
を
お

い
て
、
見
守
り
や
相
談
事
に
は
、
更
に
誠
意
を
も
っ
て
、
尽

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
日
よ
り
も
今
日
、
少
し

で
も
い
い
か
ら
一
歩
前
進
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
地
域
社
会
の
発

展
に
向
け
て
、
民
生
委
員
と
し
て
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。


